
せ
き
の
つ

滋
賀
・関
津
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
関
津

一
丁
目
地
先

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
一
一
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
】傲
賀
県
教
育
委
員
会

・
⑪
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

調
査
担
当
者
　
士
口
田
秀
則

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
″
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

関
津
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
瀬
田
川
沿
い
の
東
側
の
平
野
部
、
田

上
地
区
の
西
南
隅
の
水
田
地
帯
、
大
戸
川
と
の
合
流
点
の
下
流
に
位
置
す
る
。

本
遺
跡
で
は
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
県
営
回
場
整
備
事
業
に
伴

う
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
奈
良
時
代
の
掘
立

柱
建
物
と
柵
列
な
ど
が
検
出
さ

ｐ

れ
、
多
量
の
須
恵
器

・
土
師
器

立ロ勅

と
と
も
に
緑
釉
陶
器

・
墨
書
土

潮

器

。
円
面
硯

・
土
馬
な
ど
が
出

土
し
て
お
り
、
田
上
柚
と
の
関

7654321

係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
掘
立

柱
建
物

・
井
戸

・
土
坑

。
溝
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
は
、
国
道
四
三
二
号
線
の
改
良
工
事

に
伴
う
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
上
師
器

・
瓦
器
の
皿
や
椀
、
白
磁
や
青
磁
の
椀

な
ど
の
輸
入
陶
磁
な
ど
と
と
も
に
、
呪
符
木
簡

・
黎

・
田
下
駄

・
下
駄
そ
の
他

の
加
工
痕
の
残
る
多
数
の
本
製
品
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
土
層
は
、
暗
茶
褐

色
の
粘
質
土

（砂
が
混
じ
る
）
の
遺
物
包
含
層
で
、
章
の
根
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・爺曜肘
呈
（符錬）
（人面墨書）
酢
酢
剛
酔
酔
〕〕

（刻
書
）

『（［）』

∞
〇
『
×
∞
Ｏ
×
『
　
ｏ
伽
μ

上
端
は
方
頭
で
、
下
端
は
左
右
を
斜
め
に
削
り
先
端
を
水
平
に
カ
ッ
ト
し
て

い
る
。
表
面
は
、
小
刀
な
ど
の
加
工
痕
が
残
る
。
表
面
に
は
、
墨
書
あ
る
い
は

墨
書
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
全
体
に
著
し
い
風
化
を
受
け
て
い
る
。
裏
面
に
は
、

墨
書
は
な
く
、
直
径

一
伽
の
円
と
、
そ
の
中
心
に
点
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
表
面

か
ら
み
て
左
寄
り
の
上
下
両
端
に
釘
孔
が
二
個

一
対
で
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
ら
か
の
転
用
材
が
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（吉
田
秀
則
）



2005年出上の木簡

―

木

簡

研

究

第
乗

号

巻
頭
言
卜

『全
国
木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧
』
刊
行
に
寄
せ
て
―
　
小
林
昌
二

ノ
九
地
区
）

一局
松
城
跡
⑭

（丸
ノ
内
地
区
）
　

一局
松
城
跡
９

（松
平
大
膳
家
中

屋
敷
跡
）
　

雨
窪
遺
跡
群
　
小
倉
城
跡
　
在
自
西
ノ
後
遺
跡
　
牟
田
口
遺
跡
　
炉

粕
町
遺
跡

（長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
）
　

北
島
北
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
二
六
）
　

平
城
宮
跡
　
払
田
柵
跡

釈
は
酌
銅
厩

（
と
純
勘

ネ
一七
ゴ

・
一
三
号
）

宮
内
黒
田
遺
跡

（第
二

一
号
）

弥
勒
寺
西
遺
跡

（第
二
五
号
）

安
芸
回
分
寺
跡

（第
二
四
号
）

中
央
ア
ジ
ア
出
上
の
チ
ベ
ッ
ト
語
木
簡
―
そ
の
特
徴
と
再
利
用
―
舘
野
和
己

・
武
内
紹
人

木
に
記
さ
れ
た
暦
―
石
神
遺
跡
出
土
具
注
暦
木
簡
を
め
ぐ

っ
て
―
　
　
　
竹
内
　
一元

文
字
の
形
と
語
の
識
別
―

「参
」
の
二
つ
の
字
形
―
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
祐
子

繕
旧
紹
押
川
柿
鰭
学
『鈷
鰍

『
地
防
林
舗
陣
糊
餡
守
成
』
　
　
　
　
　
　
　
　
趙
配
懺
舵

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円


